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            原稿作成上の注意            

 

Ⅰ  原稿の提出方法 

「記入例」や「原稿作成上の注意」を参考の上、各講座等に個別に送付する様式に全項

目記入し、総務課研究・評価主担当（medkhyouka@mail.admin.saga-u.ac.jp）宛てに令和 8

年 2月 27日（金）までご提出をお願い致します。 

各講座等の様式をメールに添付しています。下記の研究業績集の Web サイト（学内専用）

からもダウンロード可能ですが、ダウンロードした際はファイル名を必ず組織名に変更し

てお送りください。 

その後、後日送付致します URLにアクセスし、適宜サイト上の掲示板にて校正を行ってい

ただきます。 提出先(URL)及びパスワード、操作マニュアルは各講座・長宛てに別途メール

にて送付致します。 

 

過去の研究業績年報：https://www.gab.med.saga-u.ac.jp/gyouseki/gyouseki.htm 

 

Ⅱ  対象 

医学部、医学部附属病院及び各施設・センター（総合分析実験センター及び保健管理セン

ター所属の教員を含む）の専任教員・医員（研修医）・客員研究員・大学院生・研究員・特

別研究員・技術職員・教務員が、令和7年1月1日から令和7年12月31日の間又はこの期間の

日付で発行（発表）した研究成果のうち、学術雑誌に掲載された論文・著書・学会発表・

採択（助成）された研究課題等とする。 

 

Ⅲ 業績原稿の活用及び注意点について 

作成いただいた原稿は業績年報への掲載だけでなく、人事評価、教員個人評価、部局の

自己点検評価等にも活用しています。 

特に、教員個人評価について、記入漏れがあった場合、評価点に反映されない可能性が

あるため、間違いや漏れがないよう、記入をお願いします。 

 

https://www.gab.med.saga-u.ac.jp/gyouseki/gyouseki.htm
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Ⅳ 記入内容 

 共通ルール 

 著書及び学術論文の範囲は、原著論文・総説（解説・展望などを含む）・症例報告など、

学術的価値を有するもの及び本学教員選考の際、資格審査の対象となる研究業績に限定し

ます。 

 著者名・発表者名を英字表記する場合、（例）佐医 太郎「Sai T．」のように姓と名の間

にカンマを付けずに、記入してください。 

 

 筆頭著者及び筆頭発表者の所属に応じて、以下の3種類に分類してください。 

項目名 選択ルール 

無印 当該講座等に所属 

〇 学内の部局（他学部及び他の講座等（講

座内研究ｸﾞﾙｰﾌﾟを含む））に所属 

＊ 学外に所属 

＊の「学外に所属」については、論文公

開時には学外に所属している医局員等

も想定されることから、各講座等で適宜

ご判断ください。 

 

 First author、Second author、Last author、その他 等のIDの記入欄には、「＠cc.saga

-u.ac.jp」の前のID（英数字（半角入力））または氏名フルネームを記入してください。

（同等の役割を果たしていると論文等に記入されている場合は複数名記入可） 

講座等内の職員で、First author、Second author、Last authorに該当しない著者はその

他に「,」または「、」区切りで記入してください。（複数名記入可） 

※講座内で担当教員に必ず確認を取り、記入してください。 

 

 講座外等の共著者がいる場合は以下の表を参考に半角数字で記入してください。 

項目名 選択ルール 

1：学外：国内 学外かつ国内大学の教員の場合 

2：学外：国外 学外かつ国外大学の教員の場合 

3：学外：国内と国外 １と２のいずれの教員もいる場合 

4：学内：学科内 佐賀大学医学部または佐賀大学医学部附属

病院・診療科の所属の教員の場合 

（総合分析実験センター及び保健管理セン

ター所属の教員も含む） 

5：学内：学部内 医学部附属病院・中診等・薬剤部の所属の

教員の場合 

6：学内：その他 その他（学内の教員かつ４と５に該当しな

い教員）の場合 

 

 大学院生が含まれている場合は、博士・修士課程それぞれの大学院生の氏名を記入してく

ださい。 

 その他項目についても、記入例を参考に漏れなく記入してください。 
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 その他、項目別のルールについて 

 

①著書、②原著論文、③総説、④症例報告について 

 著者名は、雑誌に掲載されている順に従い、その全員を記入してください。ただし、全国

的又は地方的規模でなされた調査等の論文で著者が非常に多い場合は、筆頭著者と本学部

所属の著者名及び著者総数だけでも構いません。 

 

 雑誌名の略名は、発行社がその雑誌に付しているもの又は「医学中央雑誌」「PubMed」等

を参考に記入してください。 また、省略する場合は「JPN.J. Cancer Res.」のように、略

称の後にピリオドを付けてください。 

 掲載誌に巻がない場合、また通巻のページが付けられていない場合には、号数を記入して

ください。 

 著書は図書（単行本）と雑誌の区別があり、図書の場合は国際標準図書番号(ISBN:13桁)  

雑誌の場合は、国際標準逐次刊行物番号(ISSN:8桁)を記入してください。 

 

 出版社のHPにアクセスして投稿規定を確認し、査読の有無を記入してください。（著書を

除く） 

 

 I.F.が10以上又はJIF percentileが90以上の場合は○を入力してください。（著書を除く） 

※P5以降の「JIF percentile マニュアル」をご参照ください。 

 

⑤学会発表について 

 発表者名は、抄録に掲載されている順に従い、その全員を記入してください。  

 

 シンポジスト・招待講演の場合には、右端の欄に○を記入してください。 

 

 掲載誌は国際標準逐次刊行物番号(ISSN:8桁)を記入してください。I.F.が判明している場

合はあわせて記入してください。 

 

⑦外部資金について 

 対象とする研究資金 

・文部科学省科学研究費助成事業、厚生労働科学研究費補助金、その他公的機関からの補

助金 

・府省または企業からの受託研究費 

・府省または企業からの共同研究費 

・財団法人または民間企業からの研究助成金 

※企業等からの奨学寄付金の記入は必須ではありませんが、記入をする場合は種別欄に必

ず「1」を記入してください。「1」に該当しない場合は必ず「2」を記入してください。 

※治験は対象外です。 

 交付金額 

・直接経費と間接経費を含めた総額を記入してください。 

・分担の場合は、分担者へ実際に配分された金額を記入してください。 

・文部科学省科学研究費助成事業及び厚生労働科学研究費補助金において、繰越金がある

場合は(  )をつけ、外数にて記入してください。 
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  公的大型研究資金は、科学研究費助成事業の基盤研究（B）以上のランクと考えられる以下

のものとします。 

・文部科学省科学研究費助成事業 

・厚生労働科学研究費補助金 

・AMED （国立研究開発法人日本医療研究開発機構） 

・戦略的創造研究推進事業（CREST等）（国立研究開発法人科学技術振興機構：JST） 

・その他府省による大型研究資金 
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JIF percentile マニュアル  

1. 佐賀大学医学部附属図書館（https://www.lib.saga-u.ac.jp/）<「調べる・探す」<「デ

ータベース一覧」<「データベース一覧」をクリックする 

 

 

2.「JCR」で検索<「Journal Citation Reports(JCR)」をクリックする
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3.下記の画面が表示されることを確認する

 
 

 

4.（左上の項目の）「Journals」をクリックする 
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5. 下記の画面が表示されるので「Customize」をクリックする

 
 

 

 

6.下記の画面が表示されたら、「Normalized Metrics」の項目の中の「JIF percentile」に「チ

ェック」を入れ、「Apply」をクリックする 
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7. 下記の画面が表示され、右端の項目に「JIF Percentile」が表示される。 

 

上記の手順で該当する文献の「2024 JIF（I.F.）」が「10」又は「JIF Percentile」が「90」

以上の場合、「佐賀大学医学部研究業績年報」の様式に「○」を記入する。 


